
「『歴史総合をどう考えるか』を使って実際に授業化してみた。」

―ミャンマーを事例に帝国による統治のあり方を考える一

鎌倉学園中学校 。高校    神田 基成
中央大学附属横浜中学校・高校 柴 泰登

はじめ | 実施までの経緯

新課程が始まり、歴史総合をめぐる課題が全国的に取り上げられて久しい。それは過積載問題

と進度。時間配分の難しさなどである。さらに歴史総合を担当した際の個人的課題もう木彫りにな

った。巷に浴れてはいるものの、歴史総合関連書籍が個人的にはしっくりこない。さらに言えば、

高尚化する議論。実践についていけない。そして、由々しきは現代的な諸課題との接続を実施し

ていないまま初年度目。2年度目を終えてしまった。そんな中、神奈川の教員仲間たちで『歴史総

合をどう考えるか』(山川出版社、2024年 )の出版にこぎつけた。この書籍は、第1部の通史概説と

第2部のテーマが抱き合わせのユニークな構成で、テーマによっては現代的な視点に立って歴史

学習に活用可能と思われ、使ってみたいと思っていた。しかし、今年度、歴史総合を担当していな

かったため、世界史研究推進委員会での了解をとり、高2の世界史探究履修者を対象に、歴史総

合と世界史探究をつなぐテーマ授業の実施を計画した。

中大附属横浜の柴先生が作ったプラン(柴プラン)を選定した理由は、近代から現代までを貫く

テーマで実践ができそうだったことが大きい。ともかく、他人が作った教材が他人にも活用可能に

なるのか、教材研究の共有・活用の可能性を探るとともに、何ができて、何ができなかったのかを

明らかにし、更なる議論を促すことにねらいを定めた。

1 柴プランの構成・内容

柴プランのテーマは、「ミャンマーにはどうして軍事政権が成立したのか」であつた。ご

自身のミャンマー体験に基づいた考察と教材作成は、情熱と使命感に浴れるものである。

イギリスが残した負の遺産すなわち帝国主義時代の歴史的因果関係を根拠として、生徒が

現代の事象を多様な要因で説明できるようにするのである。その構成は、書籍における「イ

ギリスによる「分割続治」 ビルマ族と少数民族の乖離の始まり」、「ビルマ民族運動の高
揚 タキン党の結成と民族運動の分裂」、「独立後の混乱と軍事政権の成立」の内容 |こ対応
するものである。この構成に対応するように、エキスパー ト資料 (あ )(い )(う )が用意

されている (後掲参照)。 ともすると「ミャンマー=軍事政権下の国」という図式で捉えが

ちな地域を高校生は、どう説明できるのだろうか。生徒には、「ビルマ族と少数民族に生じ

た乖離と対立の歴史」に注目してもらい、「ミャンマーにはどうして軍事政権が成立したの

か」を考えてもらいたいという理念で作成されている。今回実施するにあたり、授業者も

生徒も知識構成型ジグソー法に慣れていないことから、柴先生から簡易版を提供してもら

った。ここでは、 ミャンマーという歴史的な場に 3つのアクター (「イギリス政府_~ヒ
｀`し

マ族」「少数民族」)を設定している。オリジナルのプランでは、展開部で 「トゥーウミン

=モデル」、「KJ法」を使用、まとめで 「シンキングツール」を使 う工夫がなされてtヽる
=
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2 授業記録

授業実践の対象は、鎌倉学園高等学校高 2文系の一貫生と高校入学生の混合クラス (1

クラス 16人)を 2ク ラスとした。2025年 2月 19日 (水)の 3時限目と4時限日にそれぞ

れ実施した。単元の設定は、もともと世界史探究の授業であることから、実践日までに「前

近代の東南アジア」を始点として、世界史探究の内容を学習し、その後の自習時間を使っ

て歴史総合における「近代化」、「国際秩序の変化 。大衆化」、「グローバル化」の各まとま

りの中のミャンマーに関連する部分をワークブックの内容で復習してもらった。さらに事

前の導入と動機づけとして、Webマガジン「クーリエ・ジャポン」ロヒンギャに対する迫

害問題の記事を課題とした。こうして、共通テス トに向けた話を混ぜながら「歴史総合」

と「世界史探究」との接続を意識させ、前近代、近代、現代、戦後の東南アジアを整理し

て臨んだ。

事前に計画した授業実践の展開は以下の通 りである。実践は、概ね以下の計画に則って

進んだ。

指導計画 指導内容

導入

(5分 )

①資料 (あ )(い )(う )配布 (2
分)

②問いについての説明 (3分 )
・初めての知識構成型ジグソー

法形式授業

ジグソー活動の意義や、情報処理の速度、

歴史の作法について触れる。
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→授業形式のね らいな どを簡

単に説明

エ キ ス

パ ー ト
活動

(10分 )

①グループ分け指示・席移動 (2

分)

②エキスパート活動 (8分 )

読み解 く資料が 3種類、それぞれの立場か

ら資料を考察する。

時間不足を懸念 し個別のエキスパー ト活

動とし、机間巡視でガイド。 (写真 1)

ジ グ ソ

ー活動

(151分 )

①各エキスパート教材の内容

(考察合む)を班で共有 (5分 )

②ジグソー活動 (10分 )

5分経過後に、キーワード「統合と分化、
帝国主義、民族運動、地域紛争」を板書し、

視点を誘導。 (写真 2)

生徒の反応 =資料の時系列を意識 してい

る

ク ロ ス

トーク

(15`分 )

①クロストーク (10分 )

②各自で問いに対する解答 (5

分)

答えに「白黒」で決めない姿勢が見られる

か観察する。 (写真 3)

まとめ

(5,夕〉)

①生徒の解答の発表 (3分 )

②教員によるコメント (2分 )

生徒の発表では、グループ間を生徒自身が

比較 し関連付けるなど工夫が見 られたク

ラスがあった。工夫や気づきが乏しかった

場合には、教員コメントで補足した。

3 授業後の生徒の感想

生徒の感想は概ね好意的で、達成感や向学心にもつながる結果が出ていたことは期待以

上の結果だった。授業のアンケー トの質問と回答は以下の表の通りである。

1、 今回の授業形式は

どのように感 じまし

たかc

割合

(%)

2、 歴史を思考す

る方法を学べたと

思いますか。

割合

(%)

3、 知識は増えまし

たか。

割合

(%)

とてもおもしろい 34.5 とても思 う 37.9 とても増えた 13.8

おもしろい 48.3 月]う 58.6 増えた 82.8

どちらでもない 13.8 どちらとも言えな

い

3.4 3.4

おもしろくない 3.4 思わない 0 増えてない 0

全然面白くない 0 全然増えてない 0

4、 さらに調べてみよ

う、勉強 しようと思い

ましたか。

割合

(%)

5、 どの Stepが関

心もって取 り組め

ましたか。

割合

(%)

6、 既習の学習内容

が深まりましたか。

割合

(%)

とても思った 20.7 Stepl 24.1 とても深まった 20.7

思った 51.7 Step2 62.1 深まった 72.4

どちらとも言えない 17.2 Step3 10.3 どちらとも言えない 6.9

思わなかった 10.3 関心を持てなかっ

た

3.4 深まっていない 0

全然思わなかった 0 全然深まっていない 0
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■
■
■
■
■
■
■
■

4 授業者の感想と今後の課題

アンケート結果にも表れているように、良い意味で未知数の生徒を甘 くみていたようで

ある。普段やってこなかった作業を主体的にかつ論理的にやって、形にしようと言う姿勢

が見られ、講義型授業では主体性が乏しいと思えた生徒でも積極的に資料を読む姿勢が見

られた。授業者自身も不慣れなジグソー法を取 り入れた形式を簡易ながら実践できたこと

では大きな達成感を感じることができた。しかしながら、一部でエキスパート活動の時間

を取れなかったことは今後の課題として残った。また、「世界史探究」と「歴史総合」との

つながりはもっと強く描き出すことができるのではないか。これは検討が必要である。そ

して歴史総合における「私たち」という当事者意識も弱かったと感じている。さらには授

業中の評価とテストによる評価をどのようにするかも練れていない。

おわりに

教員の探究は、授業コンテンツを面白く内容的にも深みのあるものになると考えるcそ

れでも、全ての時代・地域の専門性を高めることには時間と労力がかかる。1年間の授業

は否応なしにカリキュラム通り進めざるを得ないので、こうした「労作」を活用できれば、

授業にもメリハリと深みが出るのではないだろうか。「生徒たちは効率の良い受験対策を

望んでいる」という思い込みは、生徒の多様な学びの形式への可能性を開ざしていたので

はないだろうか。そんな問題意識を新たに持てたことは、今回の実践に臨んでの最大の収

穫である。ただ、この収穫から、新たな種まきと更なる収穫へと繋げられるか否かは自分

自身の今後にかかっている。知識構成型ジグソー法を活用して、地域世界を総括するよう

な使い方として回数を増やせるよう、他人の「労作」を活用するばかりではなく、複数の

「アクター」を設定、資料を揃えて実践するとともに、他者に使ってもらえるような教材

の作成を試みたい。最後に教材と授業観察でご協力いただいた柴先生に感謝申し上げたいこ

≪参考文献≫

NPO法人神奈川歴史教育研究会編「歴史総合をどう考えるか」山川出版社 2024
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改善点があるとしたら、どのようなところですか。具体的に教えてください。 (抜粋 )

1青報がもっと欲しい。最後に事実としてどのようなことが理由として挙げられるかを教

えてほしかった。同じ資料を読んだ人同士の意見交換もやったらより面白いかもしれな

い。STEPlの、SQ2における SQlに基づいた疑問点を解消する時間も欲しいなと思いま

した。ディスカッション形式の授業は初めてで、とても面白かった。歴史の繋がりをよ

り理解できたので、またこのような機会があるといいなと思う。最後に先生の意見を聞

きたい。50分だけだと時間の短さを感じた。もう少し時間が長ければ自分の考えをもっ

と良いものが出せたと思うし、話し合いももっと活発な意見交換も出来てもっとより深

い話し合いや考えが出たのではないかなと感じたまた導入少なめで、自分たちでフルで

頭を使って一から作り上げていくものでも楽しいと思います。

振り返りや先生がより詳しく説明する時間がもう少し欲しかつた。

特になし (5件 )


